
信濃毎日新聞社読者センター（ファクス 026-236-3193）行

信濃毎日新聞データベース「学校会員」申込書
下記の４項目に同意し、信毎データベース「学校会員」に申し込みます。

① 個人情報の取り扱い
この申込書で収集する申込者の情報は、契約にかかわる書類、問い合わせや確認、利用料金請求など、必要な事務のために利用します。契約中は保管しますが、
解約後は破棄します。この目的以外で利用することはありません。

② 信濃毎日新聞データベースのご利用にあたって

③ システム要件
［PC･スマートフォン･タブレット］最新バージョンのＯＳ
［Ｗｅｂブラウザー］最新バージョンのブラウザー
［ＰＤＦの表示］アドビシステムズ社のAｃｒｏｂａｔReader ＤＣ（無償）などのＰＤＦリーダー
［画面解像度］1024×768 ピクセル（XGA）以上
［その他］ブロードバンド環境、Windows10搭載パソコン相当のスペックを推奨（この環境以外では動作に不具合が生じる場合もあります）

④ 信濃毎日新聞の購読
「学校会員」の契約期間中、学校で信濃毎日新聞を１部以上購読してください。

契
約
区
分

↓○をお付けください。

① ＮＩＥ学校会員 （年額 3,300円）

② 一般学校会員「年」契約 （年額 22,000円）

③ 一般学校会員「月」契約 （月額 2,200円）

学校名 代表者 印

〒 ― 住所

電話番号 ファクス番号

担 当 者 担 当 者
Ｅメール

● 外部接続IPアドレス（グローバルIPアドレス）による自動接続を利用される場合は、ご連絡ください。

第１条 総則
提供者は、利用者を「信毎ＤＢ利用会員」とし、
契約のうえ会員登録する。
提供者は、第４条に定めるサービス内容を提
供する。
利用者は、信毎ＤＢ利用料の支払い等、この
規約に定める一切の義務を誠実に履行する。
利用者の個人情報については、信濃毎日新
聞社が社内で設ける「個人情報保護に関する
管理規定」に従い、「個人情報の保護に関す
る法律」および「電気通信事業法」を順守して
取り扱うものする。信濃毎日新聞デジタルプラ
イバシーポリシーは下記アドレスを参照のこと。
https://www.shinmai.co.jp/guide/privacy

第２条 申し込み
利用者は本規約を承認のうえ、別途定める手
続きに従って利用を申し込み、提供者から信
毎ＤＢ利用の承認を得る。
提供者の利用承諾書発行か利用者と提供者
の契約書交換の、いずれかの方法で契約を
締結する。

第３条 料金
利用者は、信毎ＤＢ利用の対価として、別紙
に定める料金を提供者に支払う。利用期間が
１カ月に満たない月も１カ月分の利用料金を
適用する。
料金の支払いは提供者の指定する方法とす
る。提供者は請求書を発行し、利用者はこの
請求書を受理した日から３０日以内に提供者
へ支払う。
利用者が支払った料金は、理由のいかんを問
わず返還しない。
利用者が使用する通信システムの設備に関
する費用、信毎ＤＢにアクセスするための料金
等は利用者の負担とする。

提供者は、信毎ＤＢ利用料を改定または新設
する場合、利用者に事前に通知する。

第４条 サービス内容
利用者は、以下のサービス内容のうち、提供
者と個別に契約で定めた範囲のサービスを利
用できる。
信濃毎日新聞記事データベース
信濃毎日新聞紙面データベース
明治・大正・昭和の検索（信濃毎日新聞アー
カイブス）
提供者は、前項に定めるサービス以外のサー
ビスを提供することができる。

第５条 ＩＤ、パスワード、接続環境の情報
提供者は、信毎ＤＢの利用承認に伴って、利
用者にＩＤ（信毎ＤＢ使用権識別番号）および
パスワード（暗証番号）を貸与する。ＩＤ等は解
約の時点で抹消する。
利用者は、貸与されたＩＤ等を、自己の責任で
慎重に管理する。
ＩＤ・パスワードによる接続以外の方法で信毎
ＤＢの利用を希望する利用者は、信毎ＤＢを
利用するため必要な接続環境の情報を提供
者に伝える。提供者は情報を慎重に管理し、
解約の時点において、与えられた接続環境の
情報を抹消する。

第６条 保守及び障害
提供者は、保守点検のため信毎ＤＢの運用を
一時停止することがある。この場合、信毎ＤＢ
の画面上で事前に利用者に通知する。緊急
時には予告なく保守点検できるものとする。
保守点検によりサービスが一時停止した場合、
利用者は提供者に対しその責任を問わない。
利用者は、直接的または間接的を問わず、提
供者が合理的に管理できない偶発的な障害

によって発生した本規約に規定するサービス
の履行延滞、不履行、中断については、提供
者に対しその責任を問わない。
サービスの運用状態について利用者および提
供者の間で疑義が生じた場合、運用状態の
点検を提供者の定める方法で行うものとする。

第７条 使用上の注意
サービスを使用する場合、利用者は下記の注
意事項を厳守するものとする。
システムへの侵入や破壊を企てないこと。
他の会員の利用を妨害しないこと。
信毎ＤＢを通じて入手したいかなる情報も、提
供者の許諾なく、複写・販売・出版・公衆送信
してはならない。信濃毎日新聞社の著作権に
ついては下記アドレスを参照のこと。
https://www.shinmai.co.jp/guide/copyright
著作権法で著作権が制限されている利用法
についても、上記3号の規定を優先する。ただ
し、私的使用か図書館で利用者に提供する
複写サービスに限り、提供者の許諾なく信毎Ｄ
Ｂで提供する新聞記事等を印刷することがで
きる。
信毎ＤＢを利用する通信機器上に一時的に
発生する電子的蓄積を除き、信毎ＤＢのデー
タを一切の電子媒体に複製または蓄積しない
こと。
ＩＤ・パスワードの管理不十分で生じた事故は、
利用者の責任とする。
他人が利用者のＩＤ・パスワードでサービスを
使ったため生じた料金について、利用者は責
任を負わなければならない。

第８条 使用権の失効
利用者に下記各号に該当する事項が認めら
れた場合、提供者はなんら通知催告なくして
利用者のサービスの使用を一時停止もしくは
会員登録を抹消することができる。
本規約の各条項のいずれかに反する行為。

サービスの破壊または運営を故意に妨害する
行為。
パスワードを第三者に故意に公開する行為。
サービスの使用権を他人に譲渡または売買す
る行為。
サービスを通じ得た情報により、人権を侵害し
たり、他人の名誉・プライバシーを損なったり
する行為。
公序良俗に反する行為。
料金を２カ月以上滞納した場合。

第９条 損害賠償
提供者は、サービスの利用により発生した利
用者の損害について一切の賠償を行わないも
のとする。
利用者がサービスを利用することによって、第
三者に対して損害を与えた場合、利用者は
自己の責任と費用をもって解決にあたる。

第1０条 解約
利用者は、解約に先立ち、解約を希望する日
の１カ月前までに解約する旨の意思表示を提
供者に文書で通知することにより解約すること
ができる。
契約の終了により、提供者は利用者の会員登
録を抹消し、請求事務等の終了後、必要がな
くなった段階で個人情報を破棄する。

第１１条 準拠法と管轄
本規約は日本法に準拠する。利用者と提供
者の間で訴訟が生じた場合は、長野地方裁
判所 または長野簡易裁判所のみを専属管
轄裁判所とする。
［附則］
本利用規約の変更は、信毎ＤＢ画面上で通
知し、掲載の段階で効力を発揮する。

2023年6月16日改定
2023年12月8日改定

信濃毎日新聞データベース（以下信毎ＤＢ）は、信濃毎日新聞株式会社が著作権を有し、インターネットを通じてご利用いただく情報提供サービスです。情報内容は創刊以来の信濃毎日
新聞紙面と掲載記事、写真、図版で、いずれも信濃毎日新聞株式会社、通信社、著作権者等の著作物です。また、情報は第三者のプライバシーにかかわる内容も含んでいます。これらの
点を踏まえ、以下の利用規約にご同意いただいた方（以下利用者）に限り、信毎ＤＢをご利用いただくことができます。

利用規約は、利用者と信濃毎日新聞株式会社（以下提供者）との間の、信毎ＤＢ利用にかかわる一切の関係に適用します。

信濃毎日新聞データベース利用規約
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